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第12回印旛沼流域環境体験フェア

［10月25・26日開催］
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今回は市民企画部会で印旛沼関係の団体が話し

合い、その結果を検討委員会に反映させるという

体制になりました。太田理事長、事務局長が参加

し当日を迎えました。チラシのデザインやタイム

スケジュールは勿論ですが、苦労したのはステー

ジ出演者のお願いでした。

市民主導型ということで、会場のテントなどハ
ード面は県が準備しましたが、その他は－斎予算

がありませんでした。出演してくださる方は、全

て手弁当ですし、2日目の高校生のバンドグルー

プについては野外での演奏となるとアンプもあり

ません。無いものは知恵と善意にすがり、結果は

今までにない素晴らしいステージになりました。

当会は7月30日開催の「屋形船で印旛沼体験」

の時に作ってもらった子供たちの俳句の表彰式と、

毎年好評のドジョウつかみ、地元岡野川魚店さん

の佃煮の販売で参加しました。

俳句の優秀賞5人は家族で来場されました。表

彰状と、副賞はBG無洗米5kgでした。

子供たちの俳句の表彰式

2日間の来場者数は、主催の千葉県発表で40

00人でした。数日前に降った雨のため会場の水

はけが悪く、駐車場・テントの配置・ステージの

場所など、当日朝まで変更がありました。数々の

課題が残りましたが、来年度に向けては既に2月

2日に市民企画部会を開催しましたし、更に充実

した環境フェアになることと思います。

ドジョウつかみを禁しむ子供たち

温良尾長黒鼠為義轟晶為義義鎮

笠井記念「舟戸水草園」と
かっぱ公園日記

晶為銀黒鼠為銀暴風最長義鎮晶

【平成26年】

◎　9月14日　花壇の畝が出来上がりました。

花壇の幅：2mXl OOm（面積200Ⅰぜ）

◎10月12日　菜の花の種蒔きをしました。

菜の花の種蒔き

◎10月16日　臼井小3年生が水草園に環境

学習として訪れました。（県立中央博物館林

紀男先生の出前講座として）
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臼井小3年生の水草園観察

◎10月30日　花壇の周りにパンジーとビオ

ラのポット音（佐倉市より無償配布）144

株を植え付けました。

植え付け終わったポット苗

◎11月16日《佐倉市役所職員研修受入れ》

採用2・3年目の職員5名と花壇の草取り、

水草圃観察。当会の抱える問題や活動の意義

など、青空の下で意見交換をしました。

（参加者15名）

市役所職員との花壇の手入れ

◎11月21日　八街小4年生が水草園に環境

学習として訪れました。（県水質保全課主催）

◎12月14日　草刈り件業。終了後吉水氏宅

で忘年会。仮称「印旛かっばの会」平成26

年の作業を締めくくりました。

【平成27年】

◎1月15日　市役所職員研修受入れに関する

報告会が市役所で開催され、5人の参加者が

パワーポイントを使い、次のように心強い感

想を頂きました。

◇　感想：「行政として・市民として」

訪問当日は花壇の手入れを手伝わせていた

だいたが、外来種による植物（水草をを含む）

生育障害が起こっており、その保全には大変

な労力が費やされていることを感じた。印旛

沼の水質改善は急務であり、行政としても各

種団体等と連携し、対応していく必要がある

ことを強く感じた。また、一市民として環境

保全活動へ参加していく必要があると思った。

◎　3月29日　佐倉健康マラソン大会のコース

となる花壇、菜の花を愛でながらマラソンの

応援をする予定です。

海亀態も海亀態態も態領態態態

講演「印旛沼にトキを呼ぼう！
～何故トキか～」

NPOいんば理事長太田　　勲
海戦も脊髄海戦海亀態態態海亀

対象　佐倉東高等学校調理国際課（一年生）

平成26年9月26日（金）
－　「トキ」とは　　昔・今・未来

二　印旛沼の汚れとその農業を含めた流域環境

1　汚れの原因

2　農業の近代化

三　トキの誘致と冬季湛水

1　冬季湛水とは

2　環境にやさしい印旛沼の実現

【受講生の感想文】

印旛沼が全国ワーストワンだと聞いて驚いた。

普段、私が飲んでいる水はほとんど印旛沼からき

ている。千葉県の人口の四分の－が印旛沼の水を

飲んでいることも初めて知った。

今の印旛沼はアオコが大量に発生していて、危

険な状態になっている。千葉県民とすれば、今ま

でこんなに汚い水を浄化して飲んでいたことに少

しショックを受けた。また、水を浄化するために

かかっている費用は、弘の住んでいる千葉市民が

多く負担していることがわかった。

今の状態を改善するには、みんなの改善意識が

必要になる。印旛沼を汚している農薬や化学肥料

を使わずに有機栽培にするなど、農業をやってい

る人は改善していかなければならない。田んぼに

生物が生きられる環境を作り出すことが大切だ。

農業が近代化してきて便利になった点もあるが、

自然を保護していくことも重要なことである。

印旛沼は、今はトキを呼べる状態ではないけれ
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ど、何年かかっても沼がきれいになるといいなと

患う。印旛沼に今まで行ったことがないので、今

度行って実物を見てみたい。（斎　藤　汐　音）

◇　　◇　　◇

日本で一番汚れている沼だとは知らなかったの

で、ビックリしました。その水を払たちが飲んで

いることも初めて知り、沼をきれいにしないとい

けないと恩いました。トキはとても貴重な鳥で、

きれいな場所にしかいないというイメージがあっ

たので、印旛沼をきれいにしてトキを呼びたいと

恩いました。昔に比べて今の時代は自然がどんど

ん少なくなっていて、アウトドアの遊びをあまり

しなくなってしまったのがかなしいです。私も小

さい頃はよく外で遊んだU、自然の生き物を捕ま

えたりしていたので、これ以上自然がなくならな

いように生活の中で自然と積極的に向き合ってい

きたいと恩いました。日本にはきれいな川がたく

さんあり、昔は汚かった川でも今はきれいになっ

て魚が戻ってきていると聞いたことがあります。

どんなに汚くてもあきらめずに沼をきれいな状

態に戻せたらいいと思います。食器を洗うときは

洗剤を使いすぎないように、お風呂ではシャンプ
ーを使いすぎないようになど、普段の生活を見直

したいと思いました。私たちも一人一人できるこ

を頑張ります。太田先生も印旛沼再生のために頑

張ってください。　　　（高　井　菜　央）

◇　　◇　　◇

最初、なんでトキを印旛沼によぶのだろう、他

の鳥でもいいんじゃないかと思っていました。で

も、他の烏ではだめだということがわかりました。

トキを呼ぶ理由に、印旛沼のことについて興味

をもってもらうということが含まれているなんて

知りませんでした。上涼の人たちに沼が汚れてい

ることを知ってもらい、汚さないように呼びかけ、

それを実行に移してもらうということは、すごく

大変なことだということを知りました。

農業を続けてもらい、協力してもらうために、

僕たちがなるべく関心を持ち、お米を買ってたく

さんたべることが必要だということも知りました。

太田さんたちはこの活動に十年以上もやってい

るのに、沼は少しも変化していないので、僕たち

市民がしっかりと関心を持ち協力しなければなら

ないと思います。これからも頑張ってください。

（鈴　木　優　弥）
◇　　◇　　◇

印旛沼が汚いというのは聞いたことがありまし

たが、何か行動に移すということはありませんで

した。何をしたらいいかわからなかったというこ

ともあったかもしれませんが、あまり重く受け止

めてはいなかったというのが一番大きかったと恩

います。多くの人も重大なことととらえる以前に

どういう状況なのか知らないのではないでしょう

机太田先生がおっしゃったとおり、現状を知ら

ない、自ら知ろうとは思わないのだと思います。

しかし、それではこの状況を改善することはでき

ません。だからこそ、個々の努力が必要なのだと

改めて恩いました。そのためにまず関心を持って

もらわなければならない。それはとても難しいこ

となのでしょう。十四年もそのための活動を続け

ていると聞いて驚きました。

私は佐倉に住んでいます。こんなにも身近なこ

となのに深く考えたことはありませんでした。水

道の蛇口をひねればいつでも水を飲むことができ

る。あたりまえのことと思っているけれど、実は

たくさんのお金がかかっているし、いろんな人の

苦労があってのことです。もっとさまざまな人に

今の状況を知ってもらいたいと思います。私も、

家でなるべく汚い水を流さないこと、お米をもっ

とたくさん食べること、そういう小さなことから

続けていきたいと患います。（松　永　　彩）

◇　　◇　　　◇

今日話してくださった中で一番印象強く、とて

も残念に患ったことは印旛沼が全国ワーストワン

の汚い沼になってしまったことです。私は成田市

民なので印旛沼の状態が前から良くないというこ

とは知っていました。しかし、日本の中で最も良

くないということは初めて聞きました。

印旛沼は時々、買い物に行く時に通りますが、
一目見ただけで汚いことがよくわかります。小学

校の先生も以前、太田さんと同様に、印旛沼で遊

んでいたらしく、現在の沼の状況を嘆いていまし

た。昔はとても美しく、水もキレイだったろうと

患います。昔から現在までの間に何かがあったか

らこんなに変り果ててしまったのだろうと思いま

す。農薬や科学技術の発達、ゴミを捨ててあるの

も原因の一つだと思います。汚してしまったもの

は、長い時間がかかって必ず戻ります。印旛沼は

とても汚れていますが、決してあきらめずに努力

をしていけば、元のようになると私は信じていま

す。弘も出来る限りのことを尽くそうと改めて思

いました。この話しを聞いて印旛沼のことを思い

正す良い機会になりました。（北　村　裕　希）

固固岳l毎岳i騙I瞳日毎伝i由日勤騙i騙日日

NPOいんば研修会開催

《岩　井　　　功》
臨騙日直臨月引取巨日面固騙‖遍臨目白畠

平成26年11月6日木曜日、NPOいんばの

「印旛機場・手賀沼観察研修」が小雨模様の中、

開催されました。臼井駅千葉銀行前に集合し、太
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田理事長他26名が参加致しました。マイクロバ

スはぎゅうぎゅう詰め、満員御礼の大盛況の出発

でした。バスには「独立行政法人水資源機構・千

葉用水総合管理所」子安幸雄所長が同乗してくだ

さり、詳しく説明をいただくことが出来ました。
一行は一路印かっぱ公園の脇、舟戸大橋を通り、

水田地帯を抜け、将監川を見ながら安食に入り、

利根川と印旛沼を結ぶ長門川の水門、印旛機場へ

と到着しました。

到着後、子安所長から印旛機場の役割、千葉県

全体の総合的な水の管理・利用について説明があ

りました。印旛機場は酒直水門から印旛沼の洪水

を排水する際に長門川の水位を調整する施設であ

り、同施設は常に印旛沼の水位を監視しているこ

と。また、流入水を予想するため気象情報を収集

し、日々ポンプ設備の点検をしている等、所長よ

り説明を受けました。その後機場内ポンプ等施設

の見学をしました。農業、水道、工業、洪水排水

等、業務は多岐に亘っていることが理解でき、当

会の水質浄化啓蒙活動のため有意義な内容でした。

機場内での子安所長の説明

次いで昼食は印旛機場すぐ近く、金田屋でうな

重を食し、デザートとして栄町名物の黒豆カステ

ラを食しました。ひんやりとしてとても美味でし

た。お昼を満喫した後、再びバスに乗り込み一行

は利根川沿いを上り手賀沼に向かいました。手賀

沼公園の船着き場に到着。手賀沼周辺23団で構

成する「美しい手賀沼を愛する市民の連合会」通

称「美事連」の役員の皆様が迎えてくださり、手

賀沼の浄化、美化運動についてお話をいただき、

次いで遊覧船に乗り、「我孫子野鳥を守る会」会

長間野吉幸さんから説明を受けながら、野鳥の遊

ぶ姿や手賀沼の風景を楽しみながら回避しました。

船で手賀沼親水広場に移動後、全員で写真撮影、

その後、「鳥の博物館・水の館」を見学。館内の

会議室にて、「美手連」の役員の方々との意見交

換をさせていただきました。美事連との意見交換

会では、3．11以来放射能レベルが高く漁業が

衰退していること。また蓮の増殖による群生拡大

の問題。そして、印旛沼と同じくナガエツルノゲ

イトウが繁殖しているが、その駆除実験を進めて

おり、行政（我孫子市）と企業との連携を図り、

取り組んでいる手腕に、学ぶところが大きかった。

手賀沼元来の生態系を守る活動についても大い

に参考になりました。帰路は雨が強まり、日が暮

れて薄暗くなる中、予定より1時間遅れで臼井駅

に到着。全員何事もなく、無事、研修旅行を終え

ることができました。

佐倉市市民協働事業助成金報告会 

平成27年2月8日（日）佐倉中央公民館3年

目継続事業として採択された「屋形船で印旛沼体

験（7月30日実施）」について、街づくりフォ
ーラムの講演会の前に、各団体の報告会として展

示と発表会が開催されました。塚本副理事長と事

務局長が参加しました。7月30日開催の内容に

ついてはNPOいんばニュース25号をご覧くだ

さい。CATV296の取材で、この活動はこれ

からどうしたらいいか？と聞かれました。『目的

は親子が印旛沼の匂いや動植物に触れるという現

場での体験学習を重視しているので、毎年小学生

が経験できるように学校のカリキュラムに取り組

んでもらいたい』との希望を話しました。佐倉市

内の子供達が全員印旛沼の屋形船に乗り、印旛沼

を大切に思う心を持ってくれるには「継続こそ力

なり」ではないでしょうか。（事務局長因原）

塚本副理事長の報告

凶編集後記団
梅の花も見ごろを過ぎ、そろそろ桜の開花など

間近に春本番を迎える季節となってきました。

今号では岩井功氏から、昨年行った研修旅行の

詳しい内容の寄稿を頂き、お蔭さまで誌面に趣を

もたせることができました。次号以降もこのよう

に皆様から何かご寄稿を頂き、誌面でご紹介させ

ていただきたいと思います。俳句、川柳、旅行記

など何でも結構です。皆様の温かいご支援とご協

力を切にお願いいたします。　（編集部）
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